
省エネルギー・再生可能エネルギー設備の導入促進に向けた柔軟な制度運用について

○ 補助対象事業として工事発注を行えるよう、公募時期を早めるとともに、早期に交付決定を行うこと 〔要望事項(１)〕

○ 補助要件の緩和及び２か年を超過する事業の取扱いについて、弾力的な運用が可能となる補助制度を確立すること 〔要望事項(２)〕要 望

○ 二酸化炭素排出抑制対策事業費等補助金「上下水道・ダム施設の省CO₂改修支援事業」について、

交付決定時期が７月下旬頃であるため、契約手続や事業の工期等を考慮した場合、補助金を断念せざる

を得ないことがあるなど、制約が多い制度運用となっている
課 題

■ 水道事業におけるCO²削減の取組

■ 水道事業における省エネ・再エネの導入状況

◎再生可能エネルギー設備の有無
■ 設備あり

■ 設備無し

効率的な
設備運用
(省エネ)

更新時設備規模の
見直し、高効率機器

の導入

太陽光発電
(再エネ)

沈でん池開口部や
ろ過池・浄水場敷
地内にｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

を設置

水力発電
(再エネ)

配水池引入れ時など
余剰な水圧を活用し、
小水力発電設備を

設置

高効率照明
(省エネ)

浄水場内にLED
照明､ﾊｲﾌﾞﾘｯﾄﾞ
外灯等を導入

効率的な送配水
(省エネ)

地盤の高低差が生む
自然ｴﾈﾙｷﾞ-を利用した
自然流下方式を送配水

ﾙ-ﾄに活用

■ 省エネ・再エネ設備導入事例

沈でん池蓋に取りつけられた
ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

ろ過池蓋に取りつけられた
ｿｰﾗｰﾊﾟﾈﾙ

水運用の一元管理
(省エネ)

総合的な水運用管理に
より、環境負荷低減に
配慮したｴﾈﾙｷﾞ-管理

水運用ｾﾝﾀｰ小水力発電
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令和4年度水道統計より


